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全中学校での
地域クラブ活動開始後は部活

答弁…よりよい活動になるよう事業を進める

問　本市の市長選挙、市議会議員選挙は、国
政選挙と比較すると投票率が低い。総務省
HPの年代別投票率では若者の投票率が低い
が、投票率向上に向けた施策は。(一社)選挙
割協会が運営し、大学生たちがボランティア
で活動する「センキョ割」を活用できないか。
答　若年層の投票率向上を図るため、主権者
教育の一環として選挙を身近に感じられる取
組を実施している。センキョ割は有志による
民間の取組であり、選挙
管理委員会が主体的に関
わることには慎重な対応
が必要となるが、先進事
例等を参考に投票率の向
上に努める。

問　本年11月から市内全中学校での休日部
活動を地域クラブ活動に移行したが、参加人
数及び指導者数は。地域クラブ活動は「専門
的な指導を受けられること、平日の部活動に
ない練習や活動ができること」等のメリット
をあげているが、これに対応できているか。
答　参加人数は531名で、指導者数は41名
である。現在、すべての種目に指導者を配置
できている。地域クラブ活動のメリットにつ
いては、現段階では対応できているが、今後、
指導者のスキルアップや専門的な知識を持つ
指導者の確保などに努めていく。
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　　　　小中学校の適正規模・再配置計画
⑴学校再編の背景とその契機
⑵計画策定と実施～地域の声・丁寧な対応～
　　　　鶴ヶ島市は、計画策定・実施の各段
階において児童生徒、保護者、地域住民、学
校関係者等との意見交換や説明を頻繁に行い、
市民の理解を得るため十分に時間を掛けた。
当市においても子ども達のより良い教育環境、
社会に開かれた教育課程の実現等を目指し、
計画策定が丁寧に進められることを期待する。

11月6日㈬　　埼玉県鶴ヶ島市

子ども達のより良い教育環境のため
文教厚生常任委員会

視察概要

所　感

　　　　三芳町議会における広報広聴の取組
⑴議会だよりのモニター制度
⑵議会報告会の開催
⑶傍聴者アンケート
⑷インターネットを利用した情報発信
           議会だよりしらおかについて、編集
方法や目指す方向性の再検討が必要。また、
インターネットの活用による意見収集は課題
が多く、実施については慎重な検討が必要。

視察概要

所　感

10月9日㈬　　埼玉県入間郡三芳町

議会の広報広聴
議会広報常任委員会

一般
質問 市政のそこが聞きたい!市政のそこが聞きたい!

▲録画配信
（12月11日一般質問）
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　　　　災害時の避難者対応
⑴震災・原発事故からの経緯
⑵富岡町からの避難者受入れ時の状況
⑶川内村の現状と課題
⑷震災・原発事故の経験から学んだこと
　　　　災害時に外部からの情報を得る手段
の確保、広域避難の際の避難者の移動方法に
ついて検討が必要。市には、自助・共助の重
要性について、引き続き周知・啓発を求める。

10月16日㈬　　福島県双葉郡川内村

川内村の被災経験から学ぶ
総務常任委員会

視察概要

所　感

　　　　自動運転ＥＶバスの実証実験
⑴中山間地域における道の駅等を拠点とした
自動運転サービス実証実験
⑵自動運転の社会実装を見据えた
ＭａａＳ×ｅコマース推進事業
　　　　地域公共交通の課題に積極的に取り
組む常陸太田市の姿勢は、見習いたい。一方、
自動運転サービスの技術は発展途上であり、
コスト面の課題もある。今後も、当市に見合
う地域公共交通の在り方を考えていきたい。

10月17日㈭　　茨城県常陸太田市

最先端の自動運転ＥＶバス

視察概要

所　感

　　　　白岡宮代線の橋桁の製作から納品まで
　　　　製品の検査方法等を拝見し、約12m
の製品に対し、誤差3㎜以内と佐藤鉄工㈱の
高い技術力を垣間見た。塗装については、6
段階の工程で行われるが、ムラなく均等に塗
装されており、細部にわたり高い技術力を感
じた。また、若手従業員の教育のために熟練
の職人を配置するなど、後進育成、技術継承
に取り組んでいた。

10月2日㈬　　佐藤鉄工㈱（富山県射水市）

誤差3㎜以内にはビックリ
産業建設常任委員会

視察概要
所　感

　　　　果樹の6次産業化
⑴信州須坂フルーツエールの開発背景・経過
⑵これまでの販売と販路
⑶今後の展開
　　　　当市では、農業
従事者の高齢化や後継者
不足による梨農家の減少
が課題である。同様の課
題を抱えていた須坂市で
は、良質な果物と近年注
目されているクラフト
ビールを組み合わせた「信州須坂フルーツ
エール」の開発・販売を行い、新規就農者の
増加や市内飲食店の販売収益の拡大などの取
組を行っている。当市としても、農作物を生
産するだけでなく加工品を積極的に販売する
ための支援施策について検討が必要である。

10月3日㈭　　長野県須坂市

フルーツエールで130店舗展開

視察概要

所　感
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